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水揚げ金額全国１位の焼津漁港 

焼津漁港は、カツオ・マグロの遠洋漁業の基地として有名です。

また、漁港の中の波が静かなため、安全に水揚げができ、冷蔵庫や加工場などの施設が整っています。 

令和元年の焼津漁港の水揚げ量は１7万2千トン（全国２位）で、水揚げ金額は４４９億円（全国１位）を誇ります。

表紙の写真（令和２年3月撮影）は、静岡県焼津漁港管理事務所から提供していただきました。
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令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、
当
協
会
の

事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
わ

り
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
と
し
ま
し
て
は
、
会
長
職
と
い
う
重
大
な
任
に
就
い

て
、
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
当
協
会
の
会
長
職
の
ほ
か
、
静
岡
県
建
設

業
協
会
の
理
事
職
を
承
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
幅
広
い
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
得
ら
れ
、
建
設
業
界
が
お
か
れ
た

現
状
や
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

貴
重
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
改
め
て
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
至
る
所
に
発
生
し
不
透
明
感
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
７
月
の
豪
雨
で
は
全
国
各
地
で
多
く
の
人
命
や
家

屋
へ
の
被
害
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
地
域
の
産
業
等
に
も

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
加
え
て
、
８
月
の
記
録
的
な
猛
暑

な
ど
異
常
気
象
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
建
設
業
は
、
我
が
国
の

国
土
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
経
済
や
雇

用
を
支
え
、
災
害
時
に
は
最
前
線
で
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
な
ど
、「
地
域
の
守
り
手
」と
し
て
、 

国
民
生
活
や
社

会
経
済
を
支
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
に
亘
る
建
設
投
資
の
大
幅
な
減
少
と

受
注
競
争
の
激
化
等
に
よ
り
、
建
設
業
の
経
営
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
若
手
入
職
者
の
減
少
と
い
っ

た
構
造
的
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
の
守
り
手
で
あ
り
、
地
方
創
生
の
主
体

で
も
あ
る
地
域
建
設
業
が
、
そ
の
社
会
的
使
命
を
引
き
続
き
果

た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
で
安
定
し
た
経
営
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
り
、
安
定
的
・
持
続
的
な
事
業
量
の
確
保
と
中
・
長

期
的
な
担
い
手
確
保
が
不
可
欠
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
建
設
業
法
が
改
正
さ
れ
、「
建
設
業
の
働
き
方
改

革
の
促
進
」「
建
設
現
場
の
生
産
性
の
向
上
」「
持
続
可
能
な
事
業

環
境
の
確
保
」を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
も
、
会
員
企
業
や
行

政
・
関
係
団
体
の
皆
様
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
何
よ
り
も
、

良
質
な
建
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り「
魅
力
あ

る
地
域
建
設
業
」の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
、
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
そ
う
簡
単
に
は
終

息
し
そ
う
に
な
く
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」の
状
態
が
し
ば
ら
く
続
く

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
企
業
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
は
、
感
染
防
止
に
ご
留

意
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
会
長

　
　
　
　
朝
倉
　
純
夫
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

協
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
も
、
協
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
年
初
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
、
感
染

拡
大
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
動
さ
れ
、
様
々
な
場
面
で
大

き
な
影
響
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
建
設
業
の
現
場
に
お
き
ま
し
て
も
、

感
染
拡
大
防
止
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

終
息
に
は
時
間
が
掛
か
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度

予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
不
透
明
な
点
が
多
く
、
公
共
工
事
へ
の

厳
し
い
予
想
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
も
、
自
然
災
害
は
絶
え
間

な
く
発
生
し
て
お
り
、「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
で
は
、
熊
本
を

中
心
に
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
防
災
・
減
災
の
た
め

の
工
事
の
必
要
性
は
増
し
て
お
り
、
ま
た
、
災
害
復
興
に
携
わ
る

地
域
の
建
設
業
者
の
重
要
性
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
様
な
中
、
建
設
業
に
従
事
す
る
若
年
層
の
減
少
は
切
実
な

課
題
で
あ
り
、
業
界
を
あ
げ
て
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ

ば
あ
り
ま
せ
ん
。
新
３
Ｋ
「
給
与
」「
休
暇
」「
希
望
」
を
実
践
で

き
る
よ
う
に
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を
、
業
界
全
体
で

構
築
す
る
よ
う
知
恵
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方

の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
事
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
昨
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
で
大
変
な
一
年

で
し
た
。
飲
食
店
の
様
に
直
接
の
売
上
減
収
と
は
な
ら
な
く
と

も
、
全
体
の
税
収
が
下
が
れ
ば
必
ず
次
期
予
算
額
に
影
響
が
出
ま

す
。
春
頃
に
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
収
束
す
る
の
で
は
と
云
う
楽

観
論
も
あ
り
ま
す
が
、
有
名
な
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
時
は
３
年

か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
何
万
も
の
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
す
る

以
上
、
周
期
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
今
後
も
必
ず
あ
り
ま
す
の
で
、

常
に
そ
の
対
応
を
協
会
も
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は「
リ
モ
ー

ト
会
議
」
の
構
築
を
急
ぐ
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

次
に
業
界
へ
の
若
人
雇
用
の
促
進
に
欠
か
せ
な
い
「
働
き
方
改

革
」
で
す
が
、
４
週
８
休
す
れ
ば
工
事
点
数
が
上
が
る
と
云
う
事

よ
り
も
、
根
本
的
に
労
働
生
産
性
が
上
が
る
よ
う
な
「
改
革
」
を

検
討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
例
を
上
げ
ま
す
と
、
災
害
復
旧
工
事
で
は
未
だ
に
40
㎏
の
間

知
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
腰
痛
防
止
の
新
工
法
や
自

立
式
ブ
ロ
ッ
ク
の
復
活
等
々
、
作
業
員
の
高
齢
化
や
未
熟
な
若
者

に
考
慮
し
な
が
ら
も
作
業
効
率
を
上
げ
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
場
の
声
を
も
っ
と
行
政
や
コ
ン
サ
ル
に
訴
え
る
良

い
機
会
が
、
各
行
政
機
関
と
の
「
意
見
交
換
会
」
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
会
員
皆
様
は
積
極
的
に
御
意
見
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
だ
け
で
な
く
「
鳥
イ
ン
フ
ル
」
へ
の
対
応
準
備
を
怠
ら

ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
も
あ
り
、
本
年
が
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
々
協
会
運
営
、
事
業
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

に
よ
り
、
国
内
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
未
曾

有
な
危
機
に
直
面
致
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
を
は
じ
め
、
移
動
や
催
事
の
自
粛
、「
戦
後
最

大
の
危
機
」
と
も
称
さ
れ
る
経
済
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、
新

た
な
時
代
、「
令
和
」
初
め
の
興
隆
の
機
運
か
ら
一
変
し
、
人
々

の
日
常
に
多
大
な
る
不
安
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お
い
て
、

特
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
は
、
従
来
の
働
き
方
か
ら
の
意
識
改
革

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
し
た
。
働
き
方
へ
の

意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
業
界
に
と
っ
て
も
、
3
年
後
に

迫
っ
た
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
の
猶
予
期
間
満
了
に
向
け
、

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
若
い

世
代
の
確
保
が
早
急
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
業
界
の
魅

力
を
発
信
し
、
就
労
環
境
の
改
善
を
促
進
し
、「
新
３
Ｋ
」
の
確

立
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
担
い
手
確
保
と
い

う
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
も
、
発
注
者
に
は
適
正
な
工
期
設
定

や
施
工
時
期
の
平
準
化
等
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
協
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め
、
副
会
長

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。
引
き
続
き
皆
様
方

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

山
田
　
壽
久

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

鈴
木
　
徹

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

梶
山
　
基



「
勝
草
橋
」
に

　
　
　
　
思
い
を
巡
ら
せ
て
…

日
本
遺
産
に
認
定

　

藤
枝
市
・
静
岡
市
で
共
同
申
請
を
行
っ
た
『
日

本
初
「
旅
ブ
ー
ム
」
を
起
こ
し
た
弥
次
さ
ん
喜

多
さ
ん
、
駿
州
の
旅
～
滑
稽
本
と
浮
世
絵
が
描

く
東
海
道
旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
道
中
記
）～
』が
、

令
和
２
年
度
の
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
遺
産
と
は

　

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
、
日

本
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本

遺
産
（Japan H

eritage

）」
と
し
て
認
定
す
る

文
化
庁
の
制
度
で
す
。
世
界
遺
産
が
文
化
遺
産

の
保
護
や
保
存
を
目
的
に
認
定
さ
れ
る
の
に
対

し
、
日
本
遺
産
は
有
形
、
無
形
に
関
わ
ら
ず
地

域
に
あ
る
様
々
な
文
化
資
源
を
総
合
的
に
活
用

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
日
本
遺
産
認
定
を
記
念
し
て
、
瀬
戸

川
に
架
か
る
藤
枝
市
内
の
橋
「
勝
草
橋
」
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
勝
草
橋

の
高
欄
に
は
、
こ
の
橋
の
歴
史
や
藤
枝
の
歴
史
が

記
さ
れ
て
お
り
、ま
さ
し
く
こ
の
地
区
の
「
ス
ト
ー

リ
ー
」
と
な
って
い
ま
す
。
一部
を
抜
粋
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

勝
草
橋
の
歴
史

　

勝
草
橋
周
辺
は
東
海
道
の
渡
河
地
点
で
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
川
越
し
が
行
わ
れ
た
。

　

明
治
時
代
に
な
り
明
治
三
年
（
一八
七
〇
）
五

月
に
は
川
越
し
が
廃
止
さ
れ
、
以
後
瀬
戸
川
で

は
渡
し
船
と
仮
橋
の
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
通
行

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
地
元
の
有
志
か
ら
本
格
的
な
橋
の
建

設
を
求
め
る
請
願
が
静
岡
県
に
出
さ
れ
、
明
治

八
年
（
一八
七
五
）
十
一月
二
十
六
日
に
初
代
の
勝

草
橋
が
誕
生
し
た
。
勝
草
橋
は
長
さ
五
十
二
間
、

幅
二
間
の
木
橋
で
、
橋
の
中
央
に
は
馬
除
け
場
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

昭
和
に
な
っ
て
交
通
の
近
代
化
が
進
む
と
、
勝

昭和７年に完成した二代目の勝草橋（藤枝市郷土博物館所蔵）

志太側から見た勝草橋
（大正時代）

勝草橋遠望
明治43年の瀬戸川水害の後、橋が頑丈になり、
カワクラや蛇籠もたくさん配備された。
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草
橋
も
木
橋
か
ら
架
け
替
え
不
要
な
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
橋
へ
と
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和

七
年
（
一
九
三
二
）
七
月
三
十
一
日
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
新
橋
が
竣
工
し
、
当
時
の
新
聞
に
は

「
東
海
道
の
名
橋　

勝
草
橋
の
竣
工　

藤
枝
町

の
偉
観
」
と
紹
介
さ
れ
た
。
勝
草
橋
は
藤
枝
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
さ
れ
、
橋
上
は
お
祭
り
や

行
事
な
ど
の
舞
台
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
お
よ
そ
七
十
年
も
の
間
藤
枝
の
近
代

化
と
と
も
に
歩
ん
だ
勝
草
橋
も
老
朽
化
が
進
み

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
十
月
に
は
架
け
替

え
の
た
め
そ
の
役
目
を
終
え
、
平
成
十
五
年
（
二

〇
〇
三
）
七
月
に
現
在
の
橋
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

勝
草
橋
の
名
前
の
由
来

　

明
治
八
年
（
一八
七
五
）
十
一
月
に
初
代
の
勝

草
橋
が
瀬
戸
川
に
架
け
ら
れ
開
橋
と
な
っ
た
。
勝

草
橋
と
い
う
名
前
は
旧
幕
臣
の
伊
佐
新
次
郎
岑
満

（
い
さ
し
ん
じ
ろ
う
み
ね
み
つ
）
が
付
け
た
も
の

と
い
わ
れ
る
。

　

勝
草
橋
の
名
前
の
由
来
は
二
つ
の
説
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
一つ
は
む
か
し
田
中
城
の
兵
が
付
近
の

河
原
で
合
戦
し
て
勝
利
を
得
た
こ
と
か
ら
、
勝
軍

（
か
ち
い
く
さ
）
橋
と
いっ
て
い
た
の
が
縮
ま
っ
て
、

勝
草
橋
に
な
っ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
も
う
一つ
は

志
太
と
い
う
地
名
が
植
物
の
シ
ダ
（
羊
歯
）
の
読

み
と
同
じ
で
、
シ
ダ
の
異
名
を
勝
草
と
称
す
る
こ

と
か
ら
志
太
橋
と
い
う
意
味
で
勝
草
橋
に
な
っ
た

と
い
う
説
で
あ
る
。

瀬
戸
川
の
徒
渡
り
（
か
ち
わ
た
り
）（
説
明
版
）

　
田
沼
街
道
（
説
明
版
）　

　

紙
面
の
都
合
で
省
略
い
た
し
ま
し
た
が
、
高

欄
に
は
他
に
も
藤
枝
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
、現
在
の「
勝
草
橋
」

を
歩
い
て
渡
っ
て
、
江
戸
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

そ
し
て
平
成
と
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

現在の勝草橋

昭和初期

大正11年

勝
草
橋
よ
り
志
太
を
望
む

4 広報誌創るVol.161

建設中の二代目勝草橋（藤枝市郷土博物館所蔵） （志太豊 所蔵）



5広報誌創るVol.161

令和2年度（一）善左衛門藤枝停車場線舗装補修工事（舗装打換え工）

◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和2年度（一）善左衛門藤枝停車場線舗
装補修工事（舗装打換え工）

工事箇所	 藤枝市大洲地内	
工　　期	 令和2年7月22日～令和2年10月30日
施 工 者	 株式会社　エコワーク
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 鈴木　広一郎
工事概要	 施工延長	 109ｍ
　　　　　　基層工（シックリフト工法）	 761m2
　　　　　　表層工	 761m2

工事のポイント
　本工事では、ICT施工技術を活用して工事を
完了させた。
　地上型LSによる起工測量、3次元MC切削機
による施工、ICT技術を用いた出来形管理等の
施工管理や3次元データの納品を実施した。
　自社の新たな取組みとして、事例の少ない3
次元MC切削機による施工と地上型LS・移動式
LSの優位性の比較にも挑戦した。

現　場　紹　介

施工中

【株式会社　エコワーク】

着手前

工事施工箇所

合材敷均し 使用機器
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和元年度（一）蔵田島田線「暮らしを守
る道」緊急対策H（道路改築）工事（道路工）

工事箇所	 藤枝市大久保地内
工　　期	 令和元年10月1日～令和2年7月10日
施 工 者	 株式会社　丸川組
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 長谷川　浩己
工事概要	 施工延長　L=256m
	 コンクリートブロック積1	 185m2
	 コンクリートブロック積2	 71m2
	 ボックスカルバート工	 8ｍ
	 高密度ポリエチレン管	 28ｍ

工事のポイント

　本工事において、ボックスカルバート
および、その取合構造物の施工あたり、
仮設排水管を設置したが、地下水も多く、
降雨後の増水が時間差で発生するため、
水替えに苦労しましたが、無事施工する
ことが出来ました。

令和元年度（一）蔵田島田線「暮らしを守る道」
緊急対策H（道路改築）工事（道路工）

現　場　紹　介

工事施工箇所

ボックスカルバート設置

完成着工前

【株式会社　丸川組】

着手前
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工事のポイント

◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 平成30年度森林環境保全整備京柱線3工区工事
工事箇所	 島田市川根町身成地内
工　　期	 平成31年3月28日～令和2年2月18日
施 工 者	 三村建設株式会社
発 注 者	 静岡県志太榛原農林事務所
現場代理人	 岡埜谷　暢孝	
工事概要	 施工延長	 	530m
	 幅員	 4m
	 掘削工	 2,296㎥
	 盛土工	 	2,964㎥
	 植生工		 2,560m2
	 コンクリート路面工		 297m2

　この林道は、島田市の犬間から川根
町上河内につながる林業専用道です。
降雨により地耐力が得られにくい為、
曝気及び良質土入れ換え等により支持
力確保をしながらの施工であった。

平成30年度森林環境保全整備京柱線3工区工事 【三村建設株式会社】

現　場　紹　介

着手前

伐木作業

舗装工路盤工

工事施工箇所
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和元年度二級河川坂口谷川地震・高潮対策河川
事業(防災・安全交付金)工事(水門本体工その3)

工事箇所	 牧之原市細江地先
工　　期	 令和元年9月2日～令和2年8月31日
施 工 者	 大石建設株式会社
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 田邉　久徳	
工事概要	 施工延長	 L=40m
	 L型擁壁工	 788㎥

令和元年度二級河川坂口谷川地震・
高潮対策河川事業(防災・安全交付金)工事(水門本体工その3)

現　場　紹　介
【大石建設株式会社】

鉄筋組立状況

工事のポイント

　本工事は坂口谷川水門本体工の取付擁壁工事である。
　施工時に第三者機関安全衛生コンサルタントによる安全
パトロールを実施し安全に細心の注意を払い施工しました。

労働安全衛生コンサルタント

工事施工箇所

着手前



T O P I C S
～ こ ん な 動 き が あ り ま し た ～

島
田
土
木
事
務
所
長
と

の
面
談
を
実
施

猛
暑
の
中
、「
道
路
愛
護

運
動
」
に
取
り
組
む

役
員
会
に
お
い
て
島
田
労
働
基

準
監
督
署
に
よ
る
労
働
災
害
や

労
働
時
間
等
の
説
明
会
を
開
催

Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

　

７
月
８
日
㈬
に
島
田
土
木
事
務
所
の

佐
藤
所
長
、
三
倉
次
長
、
北
堀
次
長
と

正
副
会
長
に
よ
る
面
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

面
談
で
は
、
緊
急
時
の
維
持
管
理
の

対
応
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
伴
う
総
合
評
価
落
札
方
式
に

よ
る
発
注
な
ど
に
つ
い
て
話
合
い
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
木
事
務
所
か
ら
は
国
道
４

７
３
号
の
整
備
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
の
「
道
路
愛
護
月
間
」
に
は
、

市
町
や
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
道
路
愛
護
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
に
お
い
て
も
、
会
員
が
道
路

除
草
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
清
掃
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
㈬
に
開
催
し
た
役
員
会
に

お
い
て
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
の
野

元
署
長
に
講
師
を
お
願
い
し
て
、
最
近

の
労
働
災
害
の
状
況
や
、
労
働
基
準
法

の
改
正
等
に
伴
う
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
の
適
用
な
ど
の
労
働
時
間
に
関
す

る
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
島
田

地
区
は
、
８
月
28
日
㈮
に
島
田
建
設
業

会
館
に
お
い
て
、
万
全
な
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
下
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
「
施
工
事
例
か
ら
学
ぶ

現
場
の
創
意
工
夫
」
を
題
材
に
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
１
回
あ
た

り
の
受
講
者
を

少
な
く
し
た
た

め
、
９
月
18
日

㈮
に
も
同
じ
内

容
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し

た
。
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９
月
17
日
㈭　

島
田
市
金
谷
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夢
づ
く
り
会
館
）

　

島
田
土
木
事
務
所
長
表
彰

・
優
良
技
術
者
部
門

　

杉
田　

満
義　
　

㈱
エ
コ
ワ
ー
ク	

　

谷
口　

智
巳　
　

㈱
山
田
組	

　

大
坪　

由
政　
　

本
橋
建
設
㈱	

　

上
井
戸
真
次　
　

㈱
鈴
竹	

・
安
全
工
事
部
門	

　

㈱
鈴
木
土
建

　

㈱
木
村
組

　

相
良
建
設
㈱

・
地
域
貢
献
部
門

　

大
石
建
設
㈱

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
優
良
工
事
部
門

　

	

㈱
原
川
土
木

　

島
田
土
木
事
務
所
長
表
彰
（
建
築
）

・
優
良
工
事
部
門

　

大
河
原
建
設
㈱

・
優
良
技
術
者
部
門　

　

山
田　

明
政　
　

㈱
杉
山
工
務
店

　

焼
津
漁
港
管
理
事
務
所
長
表
彰 

・
優
良
技
術
者
部
門

　

石
原　

哲
哉　
　

㈱
橋
本
組	

　

御
前
崎
港
管
理
事
務
所
長
表
彰 

・
地
域
貢
献
部
門

　

㈱
木
村
組

　

㈱
加
藤
組

　
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長
表
彰 

・	

優
良
工
事
部
門

　

㈱
木
村
組

・
優
良
技
術
者
部
門

　

清
水　

克
弥　
　

㈱
山
田
組　

　

植
田　

雄
介　
　

相
良
建
設
㈱	

　

小
田
切
勝
志　
　

㈱
柳
澤
組	

　

立
林　

拓
真　
　

㈱
特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト

・	

地
域
貢
献
部
門

　

三
村
建
設
㈱

　

㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ

　

㈱
丸
紅
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令
和
２
年
度
静
岡
県
優
良
建
設
工
事
表
彰
を
多
数
の
協
会
員
が
め
で
た
く
受
賞 

令
和
２
年
度
静
岡
県

優
秀
施
工
者
知
事
表
彰
を
受
賞

　

令
和
２
年
度
静
岡
県
優
良
建
設
工
事
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
優
良
工

事
や
優
良
技
術
者
等
の
当
協
会
員
が
多
数
受
賞

し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
７
日
㈮　

あ
ざ
れ
あ
（
静
岡
市
）

　
交
通
基
盤
部
長
表
彰
（
土
木
）

　

・
優
良
技
術
者
部
門

　
　

永
島　

正
哉
（	

大
河
原
建
設
㈱	

）

　
　

岡
田　

聡
史
（	

㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ	

）

　
　

馬
場　

清
人
（	

㈱
梶
山
組	

）

　

・
地
域
貢
献
工
事
部
門

　
　

㈱
橋
本
組

　

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
優
良
工
事
部
門

　
　

㈱
橋
本
組

　

交
通
基
盤
部
長
表
彰
（
建
築
・
設
備
）

　

・
優
良
工
事
部
門

　
　

三
井
住
友
・
河
津
・
グ
ロ
ー
ジ
オ
特
定
建

　
　

設
工
事
共
同
企
業
体

　

建
設
現
場
で
働
く
優
れ
た
建
設
技
術
、

技
能
労
働
者
に
贈
ら
れ
る
知
事
表
彰
を

当
協
会
か
ら
２
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、

９
月
11
日
㈮
に
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
建
設
産
業
構
造

改
革
推
進
の
つ
ど
い
」
の
席
上
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
塚　

聖
治　
　

大
河
原
建
設
㈱　

　

落
合　

正
典　
　

㈱
山
田
組



ふ
じ
の
く
に
建
設
産
業

働
き
方
改
革
推
進
大
会
に
参
加

　

静
岡
県
等
が
主
催
す
る
大
会
が
10
月
12
日

㈪
に
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
中
で
、
働
き
方
改
革
取
組
企
業
に

よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
島
田
建
設
業
協

会
の
㈱
丸
紅
が
、
新
入
社
員
の
確
保
・
育
成

や
女
性
も
活
躍
で
き
る
会
社
づ
く
り
に
向
け

た
取
組
事
例
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

労
働
災
害
防
止
に
貢
献
し
た
個

人
、
事
業
場
が
栄
え
あ
る
受
賞

　

建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
長
き

に
わ
た
り
貢
献
し
た
当
協
会
員
が
、
10
月
16

日
㈮
に
静
岡
労
政
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
47

回
静
岡
県
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

建
災
防
本
部
長
表
彰

　

優
良
賞　
　

	

大
河
原
建
設
㈱

建
災
防
静
岡
県
支
部
長
表
彰

　

事
業
場
賞　

岡
村
建
設
工
業
㈱　

　

事
業
場
賞　

㈱
丸
川
組　

　

事
業
者
賞　

㈱
村
田
組

　
　
　
　
　
　
　

推
薦
元　

山
岸
建
設
㈱

　

功
労
賞　

青
島　

利
浩　

大
河
原
建
設
㈱

　

功
績
賞　

富
永　

英
之　

㈱
原
川
土
木

　

功
績
賞　

小
林　

徹
也　

㈱
杉
山
工
務
店

　

職
長
賞　

櫛
田　

昌
男　

㈱
杉
山
工
務
店
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令
和
２
年
度
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」、

「
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
」
を
受
賞

　

建
設
産
業
の
第
一
線
で
「
も
の
づ
く
り
」

に
直
接
従
事
し
、
特
に
優
秀
な
技
能
・
技
術

を
持
つ
方
を
顕
彰
す
る
「
優
秀
施
工
者
国

土
交
通
大
臣
顕
彰
」（
建
設
マ
ス
タ
ー
）
と
、

す
ぐ
れ
た
青
年
建
設
現
場
従
事
者
を
顕
彰
す

る
「
青
年
優
秀
施
工
者
土
地
・
建
設
産
業
局

長
顕
彰
」（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）
に

つ
い
て
、
当
協
会
か
ら
２
名
の
方
の
顕
彰
の

決
定
通
知
が
９
月
14
日
付
け
で
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
顕
彰
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
マ
ス
タ
ー

　
　

見
﨑　

俊
夫　
　

岡
村
建
設
工
業
㈱　

　

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

　
　

前
島　

快
仕　
　

岡
村
建
設
工
業
㈱

安
全
講
習
会
を
開
催

　

島
田
建
設
業
協
会
は
、
島
田
土
木
事
務
所
、

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
、
焼
津
漁
港
管
理
事

務
所
、
御
前
崎
港
管
理
事
務
所
と
の
共
催
に

よ
り
、
９
月
17
日
㈭
に
島
田
市
金
谷
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー
（
夢
づ
く
り
会
館
）
に
お
い
て
、

優
良
建
設
工
事
表
彰
式
（
所
長
表
彰
）
に
引

き
続
き
「
安
全
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
島
田
土
木
事
務
所
の
大
箸

検
査
監
か
ら
「
工
事
の
安
全
対
策
等
に
つ
い

て
」
説
明
が
あ
り
、
工
事
事
故
を
防
止
す
る

よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。



島
田
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催

　

11
月
10
日
㈫
に
島
田
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加

者
は
最
小
限
と
し
、
土
木
事
務
所
か
ら
は
佐
藤
所
長
、
北
堀

次
長
ほ
か
幹
部
職
員
が
、
協
会
か
ら
は
正
副
会
長
と
事
務
局

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
協
会
が
提
出
し
た
意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
、

土
木
事
務
所
と
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

情
報
や
意
識
の
共
有
に
努
め
ま
し
た
。

道
路
啓
開
訓
練
を
視
察

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
り
、
建
物
倒
壊
や
土
砂
災
害
な
ど

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
が
11
月
18

日
㈬
に
静
岡
市
清
水
区
の
清
水
港
興
津
埠
頭
埋
立
地
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
清
水
建
設
業
協
会
や
関
係
行
政
機
関
が
、
道
路

上
の
障
害
物
を
撤
去
し
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う
道
路

啓
開
を
行
う
実
働
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
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志
太
榛
原
農
林
事
務
所
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

　

島
田
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
に
引
き
続
き
、
同
日

11
月
10
日
㈫
に
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
か
ら
は
望
月
所
長
、
野
地
農
山
村

整
備
部
長
ほ
か
幹
部
職
員
が
、
協
会
か
ら
は
正
副
会
長
と
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
協
会
が
提
出
し
た
意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
、

農
林
事
務
所
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。



島
田
工
業
高
校
生
徒
と
の
研
修
会
を

開
催

　

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
島
田
地
区
は
、
11
月
19
日

㈭
に
島
田
工
業
高
校
に
出
向
い
て
都
市
工
学
科
の
生
徒
を
対

象
に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
工
事
現
場
の
紹
介
や
、
卒
業
生
と
生
徒
と

の
懇
親
会
を
行
い
、
参
加
し
た
生
徒
は
熱
心
に
話
を
聞
い
た

り
、
質
問
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
浜
松
河
川
国
道
事
務
所

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

　

12
月
16
日
㈬
に
国
土

交
通
省
浜
松
河
川
国
道

事
務
所
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、

同
事
務
所
か
ら
今
年
度

の
事
業
の
執
行
状
況
な

ど
に
つ
い
て
情
報
提
供

が
あ
り
、
そ
の
後
、
協

会
か
ら
の
要
望
・
要
望

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

交
通
誘
導
安
全
講
習
会
に
参
加

　

静
岡
県
交
通
基
盤
部
で
は
、
公
共
工
事
の
円
滑
な
施
工
を

図
る
た
め
、
交
通
誘
導
員
の
確
保
が
困
難
で
、
交
通
の
安
全

上
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
自
家
警
備
を
試
行
的
に
導
入
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
静
岡
県
建
設
業
協
会
で
は
、
自
家
警
備
の

資
格
取
得
の
た
め
の
交
通
誘
導
安
全
講
習
会
を
11
月
19
日
、

20
日
に
清
水
マ
リ
ン
ビ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
県
中
部
地
区
の
清
水
・
静
岡
・
島
田
建
設

業
協
会
の
協
会
員
や
協
力
会
社
の
従
業
員
が
参
加
し
、
２
日

間
に
わ
た
っ
て
講
義
と
実
技
を
受
講
し
ま
し
た
。
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災害防止への取り組み
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　日ごろは建災防安全パトロールにご理解とご協力いただいておりますが新型コロナウイルス感染症が

猛威をふるった2020年、残念ながらパトロール、安全大会等も密を避けるため中止になっております。

　過去実施したパトロールでは現場事務所等掲示物や作業計画書など安全書類などを確認できるように

なってきました。又、現場周辺では住民に周知する看板や掲示物を設置して住民との良好な取り組みが

なされています。島田署管内でも工事区域における特定の事故が予想される箇所と、危険内容を関係者

に周知させることが目的で静岡県建設工事の事故事例等を参考に工事ハザードマップを作成し作業前に

元請、下請作業者に現地の問題箇所の案内等を実施して、周知させるよう今後のパトロールに役立てる

よう指導して行きたいと思います。

　災害事故防止0件を目標に2021年本年も良い一年となりますように。

　労働には必ず人の手が必要となります。生産性や品質はもちろん大事ですが、働く人間をおろそかに

しては、何事もうまくはいきません見直す必要があるかもしれませんね。 （M・K）

安全パトロールの様子

投稿者の会社でのコロナ対策



●理事会
第３回理事会 ８月26日㈬　当協会
　◦静岡県優良建設工事表彰式　ほか
第４回理事会 10月27日㈫　当協会
　◦県協会理事会の概要　ほか

●正副会長会議
　第５回会議 10月27日㈫　当協会

◦今後の主要行事日程の調整　ほか
　第６回会議 12月16日㈬　当協会

◦各種表彰候補者の選定　ほか

●総務委員会
秋の全国交通安全運動への参加

◦９月21日㈪～ 30日㈬　　　
年末の交通安全県民運動への参加

◦12月15日㈫～ 31日㈭

●広報委員会
第３回会議 10月７日㈬　当協会
　◦161号の企画
第４回会議 12月４日㈮　当協会
　◦161号の校正

●労務委員会
◦ふじのくに建設産業働き方改革推進大会 
 10月12日㈪　静岡市産学交流センター

●土木・建築委員会
　第１回会議 ８月18日㈫　書面
　静岡県優良建設工事表彰式及び安全講習会
 ９月17日㈭　夢づくり会館
　島田土木事務所との意見交換会
 11月10日㈫　島田土木事務所
　志太榛原農林事務所との意見交換会
 11月10日㈫　志太榛原農林事務所
　浜松河川国道事務所との意見交換会
 12月16日㈬　当協会

●環境・災害対策委員会
　道路愛護運動への参加
　・7月～ 8月　　　
　防災訓練等
　・県協会による情報伝達訓練
 ８月20日㈭　全会員
　・災害応急対策協力者の出動要請・応諾訓練
　　島田土木事務所 ８月28日㈮　全会員
　　御前崎港管理事務所 ９月３日㈭　関係会員
　・道路啓開検討会 ８月５日㈬　島田土木事務所会議室
　・道路啓開訓練 11月18日㈬　清水港興津埠頭埋立地

●建災防島田分会
　静岡県支部建設業労働災害防止安全大会
 10月16日㈮　静岡労政会館
　安全指導者研修会 12月10日㈭　静岡県男女共同参画センター
　安全パトロール
　◦11月18日㈬　5地区
　◦12月17日㈭　5地区

●各種催事等
　島田工業高校生徒との研修会（技士会主催）
 11月19日㈭　島田工業高校
　交通誘導安全講習会（県協会主催）
 11月19日㈭～ 20日㈮
 　　　　　　清水マリンビル
●今後の予定

令和2年度第2回総会 ３月16日㈫　当協会
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